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第 17回大会（東京）を開催して 

9月 3日（土）・4日（日）に目白大学・目白大学短期

大学部新宿キャンパスで開催いたしました日本インター

ンシップ学会第17回大会には、多くの方々にご出席いた

だき、誠にありがとうございました。 
 今回のテーマは「インターンシップの多様化とその可

能性」といたしました。近年、インターンシップに注目

が集まっており、そのあり方について議論される機会も

多々見られるようになりました。その背景を考えると、

大学側に社会人として必要な能力を有する人材の育成が

強く要請されていること、また企業側にとっては人材確

保のみならずミスマッチを減らし自社についてより深く

知ってもらう機会としての両側面があるように考えます。

いずれにしても、インターンシップは単なる会社見学の

場ではなく、学生が実際に社会に出て実務経験を積むこ

とにより、「学修と社会を結びつける」貴重な機会として

捉えるべきだと考えます。今回はそのような趣旨のもと、

基調講演では、東京都オリンピック・パラリンピック準

備局担当部長の田中彰氏にご登壇いただき、東京都にお

ける都市ボランティアへの取組みの現状とこれからにつ

いてご講演いただきました。その後の「社会連携として

のインターンシップと人材育成」と題したシンポジウム

では、八芳園、フェスティバル／トーキョー、西武信用

金庫、首都圏インターンシップ推進機構における取組み

事例をご紹介いただきました。シンポジウムを通じて、

多様化しているインターンシップの現状・課題、そして

今後の可能性を共有できる機会になったのではないかと

感じております。その後の特別講演では、経済産業省経

済産業政策局産業人材政策室の橋本賢二氏にご登壇いた

だき、地域連携組織の現状を共有しつつ、我々学会の今

後の方向性についても多くの刺激を与えていただきまし

た。 
 また、夜の懇親会の前には、本学メディア表現学科の

学生による 90 台の Mac を使った映像のデモンストレー

ションを行いました。ご覧いただいた皆様から歓声が上 

 
がる一幕もあり、何日も前から準備していた学生たちに

とって大変励みになったと思います。なお、懇親会には

50名以上の会員・非会員の皆様にご参加いただきました。

昼間とはまた異なる雰囲気の中で、有意義な情報交換の

場となっていれば幸いです。 
 2 日目の朝は、一昨年度の高良記念研究助成対象者で

ある名城大学の五十畑会員よりフランスのインターンシ

ップについてご報告いただきました。その後5会場に分

かれて、計 28件の研究発表が行われました。今回は、教

育効果、海外の事例、企業から見たインターンシップ、

地域連携組織など多様なテーマの発表が行われ、各々の

会場で活発な質疑応答が行われました。まさに研究と実

践の往還の場となったように感じております。 
 2 日間を通じて、大変盛りだくさんのプログラムとな

りましたが、講演・シンポジウム、また会員のみなさま

の日頃の研究や活動の報告を基に、皆様の経験、情報、

知識を共有化する場として、有益な機会となっていまし

たら幸いです。 
 今回は、文部科学省、経済産業省、厚生労働省、東京

都からのご後援をいただいた他、日本インターンシップ

学会本部、関東支部、また多くの方々のご支援とご協力

により、大会を開催することができました。極めて少人

数の実行委員と学生スタッフ約 30 名で準備をしてきた

大会だったため、何かと不手際があったかと思います。

ですが、当日、学生スタッフに励ましやねぎらいのお声

がけをいただくことも多く、大変ありがたく思っており

ます。この場をお借りいたしまして、ご出席並びにご支

援頂きました皆様方に、実行委員会より心より御礼申し

上げます。 
 最後に、次年度の札幌国際大学・札幌国際大学短期大

学部での第 18 回大会が一層盛会になりますことを心よ

り祈念しております。 
（第 17回大会実行委員長 牛山佳菜代・目白大学） 

 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
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第 18回大会（北海道）開催に向けて 

第 17回大会の懇親会にて、次回大会開催地として北海

道支部・亀野支部長に引き続きご挨拶をいたしました、

札幌国際大学短期大学部の小林と申します。当時はまだ

正式に開催のご案内ができませんでしたが、この場を借

りましてご報告をさせていただきます。 
2017 年度・第 18 回大会は、北海道札幌市にあります

札幌国際大学／札幌国際大学短期大学部にて開催させて

いただくことになりました。北海道での開催は、2013年
度・第 14回大会の北海道武蔵女子短期大学での開催以来

となります。大会委員長という大役を拝命し、責任の重

さを感じますとともに、身の引き締まる思いでございま

す。どうぞよろしくお願いいたします。 
  さて、大会開催における具体的な内容ですが、北海道

支部会員を中心に実行委員会を組織して、検討を進めて

おります。大会日程は2017年 9月上旬の予定です。テー

マ・プログラム等については、まだ構想を固めている段

階ですので、もう少しお時間をいただきたく存じます。

詳しい情報は決定次第、Webサイト等で公開していく予

定です。 
ここで、開催校となる札幌国際大学・札幌国際大学短

期大学部について簡単に紹介をさせていただきます。本

学は 1969年に「札幌静修短期大学」として、北海道・札

幌の女子人材育成を担うことを目的に開学しました。

1993 年には「静修女子大学」として四年制大学を設立、

また 1997年には現名称へと改称し、大学3学部 6学科、

短期大学部2学科、大学院 3研究科の体制で教育・研究

活動を展開しております。開学当初より「自由・自省・

自立」を建学の精神として、地域社会への発展に目を向

け、社会貢献を志す人材の育成を行っております。実務

教育・キャリア教育に注力しており、企業・自治体との

連携協定を締結し産学一体となった教育プログラムの開

発を進めております。インターンシップについては、

60~70 程度の企業・団体にご協力いただき、全学横断的

な授業として展開しております。地元中小企業が中心で

すが、近年は学生の自己開拓により派遣先も広がってい

ます。 
本学は札幌市中心部から地下鉄とバスで30分、新千歳

空港からバスで50分の場所にございます。近隣には札幌

ドームや羊ヶ丘展望台などの観光地もあり、緑も多い空

間です。なにより、まだ残暑といわれる9月上旬には、

北海道は過ごしやすい気温になっております。ご参加い

ただいた皆さまにご満足いただけますよう、スタッフ一

同努力して参ります。皆さまのお越しを心よりお待ち申

し上げております。 
（第 18回大会実行委員長 小林純・札幌国際大学短期大

学部） 
 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
 

理事会報告 

2015年度第5回理事会（5月29日 於：北海道大学） 
(1)入退会申請について 
入退会の申請について、新入会員 7名（個人会員6名、

学生会員 1 名）退会者 4 名（個人会員 3 名、学生会員 1
名）が承認された。なお、他学会が会員数減少気味のな

か、会員数を増やすためにもコアな研究を充実させてい

く必要があるとの意見が出された。  
(2)第 17回大会について 
 第 17 回大会実行委員長 牛山理事より資料に基づき

大会プログラム、シンポジウム、研究発表の申込み状況

について説明があった。 
(3)広報委員会 
牛山副委員長よりニュースレターNo.2を作成中で、近

日中に完成予定であることが報告された。 
(4)年報編集委員会 
亀野委員長より、年報第19号に 4編の投稿があり、第

1回編集委員会は、3月 28日（月）に開催されたこと、

第 2 回編集委員会は、6 月 5 日（日）に筑波大学にて開

催予定であることが報告された。 
(5)企画研究WG 
安孫子委員長より、8 月 10 日（水）13:30 からキャン

パスプラザ京都において、セミナー「実践を学術研究・

論文作成に結びつけるために」（第 3弾）を開催する予定

であること、また九州支部においても11月の研究会でワ

ークショップを開催する予定であることが報告された。 
(6)高良記念研究助成 
岡本委員長より第 10 回高良記念研究助成（6 月 10 日

締切）の応募状況の報告があった。 
(7)熊本地震に伴う年会費の免除について 
熊本地震に伴う年会費の免除を行うことの提案があり、

次の理事会までに、方向性を提案することで了承された。 
(8)事務局より 
岡本事務局長より、資料に基づき会員管理を（株）ガ

リレオに委託する際の手順として ID・パスワードを会員

個人に連絡する旨の報告があった。 
 

2016年度第1回理事会（8月 11日 於：キャンパスプラ

ザ京都） 
(1)入退会申請について 
入退会の申請について、新入会員 4名、退会者：個人

4名、法人3団体についてすべて承認された。 
(2)2015年度事業報告（案）について 
 岡本事務局長より資料に基づき事業の説明があり、了

承された。 
(3)2015年度決算（案）について 
事務局長より、資料に基づき決算報告がなされ、8 月

上旬に監事による監査を受けたことが報告され、決算は

了承された。 
(4)2016年度事業（案）および予算（案）について 
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事務局長より、2016年度の事業案及び予算案の説明が

あり、両者とも了承された。 
(5) 第 17回大会について 
 牛山大会実行委員長より、資料に基づき大会に向けて

の最終準備状況の報告がなされた。発表申し込みが 28
件あることや、後援依頼の状況の説明がなされた。 
(6)高良記念研究助成について 
 2016年度では5名の応募があり、審査委員会で検討し

2名を対象とすることが提案され、理事会で了承された。

中間報告会（各支部）等、フォローが必要との意見もあ

り、今後若手の研究者をどのように育てていくか、また

年報への論文投稿を促していくかが課題であることなど

の意見が出された。 
 
2016年度第2回理事会（9月3日 於：目白大学・目白

短期大学部新宿キャンパス） 
(1)入退会申請について 
入退会の申請について、新入会員 1名が承認された。 

(2)第 17回大会について 
 牛山大会実行委員長より、参加者が 120名、研究発表

は 28件あることが報告された。 
(3)総会議案について 
 事務局長より総会議案について、提案があり原案通り

承認された。 
(4)年報編集委員会 
 亀野委員長より、投稿規定の改正について前回提案さ

れたが、まだ確定していない。理事の承認を得るために

投稿規定改定の内容をメールで理事に配信し承認を得る

ことで了承された。 
(5)次期大会について 
 吉本会長より、来年の第18回全国大会は北海道で開催

されることの報告があった。 
 
※なお、各理事会で行われたその他の委員会・ワーキン

ググループ・各支部の詳細な報告につきましては、本

NEWS  LETTERの報告記事をご覧ください。 

 

2016年度総会報告 

 2016年度の総会が9月3日（土）目白大学・目白大学

短期大学部新宿キャンパスにおいて開催され、以下の報

告と審議がなされました。 
(1)2015年度事業報告 
 岡本事務局長より、配布資料に基づき事業報告の説明

があり、承認された。 
(2)2015年度決算報告及び監査報告 
 岡本事務局長より、資料に基づき決算の説明があり、

その後稲永監事より監査報告がなされた。（１）・（２）の

詳細につきましては「2015年度事業報告及び決算報告」

を参照ください。 

(3)2016年度事業計画について 
 岡本事務局長より、資料に基づき事業計画の説明があ

り、承認された。 
(4)2016年度予算について 
 岡本事務局長より資料に基づき、一般会計予算案、特

別会計予算案について説明があり、承認された。 
(5)高良記念研究助成について 
岡本高良記念研究助成審査委員長より資料に基づき、

助成採択の経緯が報告された。助成対象者2名（川上あ

き会員及び坂巻文彩会員）が承認され、授与式が行われ

た。 
(6)槇本記念賞 WGについて 
 眞鍋委員長より、槇本記念賞運用方法について「秀逸

なインターンシップに焦点を当てる」ことの説明があり、

承認された。 
(7)第 18回大会について 
吉本会長より、次回の全国大会である第18回大会につ

いて北海道支部内で開催する旨の説明があり、承認され

た。続いて亀野北海道支部長より、北海道での開催につ

いて紹介があった。 
(8)熊本地震に伴う学会費減免措置に関する規定につい

て 
吉本会長より、2016年 4月に発生した熊本地震に関す

る会費の減免措置に関して説明があり、承認された。 
（事務局） 

 

2015年度事業報告および決算報告 

「2015年度総会報告」の通り、2015年度事業報告及び決

算報告について、総会で下記の通り承認されました。 
１．2015年度事業期間 

2015年 7月 1日～2016年 6月 30日 
２．事業の概要 

2015年 9月 12～13日 第16回大会開催 
（会場：近畿大学、東大阪キャンパス） 
2015年 12月Newsletter No.1 発行 
2015年 11月『インターンシップ研究年報』18号発行 
2016年 6月Newsletter No.2 発行 

３．総会 
2015年 9月 6日（近畿大学 東大阪キャンパス） 

４．理事会 
第 1回理事会 2015年8月 18日（キャンパスプラザ

京都） 
第 2回理事会 2015年9月 12日（近畿大学東大阪キ

ャンパス） 
第 3回理事会 2015年12月5日（九州大学箱崎キャ

ンパス） 
第 4回理事会 2015年3月 28日（九州大学東京オフ

ィス） 
第 5回理事会  2015年5月 29日（北海道大学） 
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５．各支部活動 
(1)北海道支部 

2016年 3月 17日 2015年度第 1回研究会（札幌国際

大学経済センターキャンパス） 
2016年 5月 29日 2015年度第 2回研究会（北海道大

学） 
(2)関東支部 

2015年 10月 3日 2015年度支部総会 
2015年 11月 28日 2015年度第 1回研究会（玉川大学） 
2015年 3月 26日 2015年度第 2回研究会 
（大学コンソーシアムやまがた ゆうキャンパス・ス

テーション） 
(3)関西支部 

2015年 12月 4日 第10回研究会（キャンパスプラザ

京都） 
(4)九州支部 

2015年 12月 4日 第15回研究会（福岡工業大学） 
2016年 6月 4日 第 16回研究大会（九州大学箱崎キ

ャンパス） 
６．その他 
(1)「2015年度高良記念研究助成」実施 

2015年度は応募が1件あったが助成該当者はなかった。 
(2)槇本記念賞  
第 16回全国大会において「秀逸なるインターンシッ

プ」が選定表彰された。 
評価項目と評価基準は以下のとおりである。 
①理念・教育目標：大学の理念と教育目標が合致して

いる 
②制度・組織：学校が制度として組織的に取り組んで

いる 
③内容・シラバス：内容が充実しており、そのことが

シラバスから読み取れる 
④実施担当者：熱心に取り組んでいる担当教職員がい   
る 
⑤規模：科目として正規に位置づけられ、受講生の規

模が適切である 
⑥受入先との連携：協力度が高い受入先が確保されて

おり、継続性がある 
⑦醸成される力：専門能力または汎用能力が明らかに

醸成されている 
⑧受入先からの評価：学生の行動力等について高い評

価を受けている 
⑨受講生の評価：参加した学生から高い評価を受けて

いる 
(3)学会後援・協賛事業等 
「学校法人敬心学園 日本福祉教育専門学校 平成 26年
度文部科学省委託事業成果報告会」（2016年 1月 19日）

を後援した。 
（事務局） 

 

2016年度事業計画および予算 

「2015年度総会報告」の通り、2016年度事業計画及び予

算について、総会にて下記の通り承認されました。 
2016年度事業計画 
１．2016年度事業期間 

2016年 7月 1日～2017年 6月 30日 
２．事業の概要 
(1)第 17回大会の開催（2016年 9月3日（土）～4日（日）

目白大学・目白大学短期大学部新宿キャンパス) 
(2)研究会の開催（各支部年2～3回程度） 
(3)年報 19号の刊行 
(4)NEWS LWTTERの発行（年 2回） 
(5)「2016年度 高良記念研究助成」実施 
(6)理事、会長選挙の実施 
(7)会員名簿の作成 
(8)論文作成に向けてのワークショップの開催 
(9)その他 

（事務局） 
 

年報編集委員会報告 

『インターンシップ研究年報』第 19号について 
『インターンシップ研究年報』第 19号が完成いたしま

した。本号の「研究論文の部」（「論文」及び「研究ノー

ト」）には 4本の投稿がありました。編集委員に加えて、

近接領域を研究しておられる3名の会員にもご協力をい

ただいて、査読をおこないました。その結果、「論文」と

しての採択はありませんでしたが、1本を「研究ノート」

として採択いたしました。また、「研究論文の部」に投稿

があったもののうち、「資料」としての価値が高い1本に

ついては、投稿者の許可を得て、「資料」として収録いた

しました。 
今号も、「研究論文の部」のうち、「論文」としての採

択がなかったことは大変残念ではありますが、これまで

にないユニークな視点や方法論を用いた投稿もあり、今

後の研究に期待するものも多かったのも事実です。査読

結果は、採択・不採択にかかわらず、審査の際に出た様々

な意見をすべて投稿者にフィードバックしていますので、

不採択になった会員もぜひ再チャレンジしていただきた

いと思っております。 
前号には「研究論文の部」「資料の部」あわせて10本

の投稿があり、結果として「研究ノート」2本、「資料」

3 本の計 5 本を掲載いたしました。つまり、掲載の確率

は前号も今号も2分の 1ということになります。これが

高いのか低いのかという判断は難しいのですが、本年報

に会員の多くの研究成果等を掲載するためには、一定数

の投稿も必要となります。9 月の全国大会で発表された

方はぜひ投稿をお願いいたします。 
また、年報編集委員会では、他の委員会やワーキング

グループとも連携しながら、引き続き、投稿論文の質の



5  

向上に向けた取り組みも進めております。 
 
『インターンシップ研究年報』第 20号への投稿のお願い 
並行して、『インターンシップ研究年報』第20 号への

投稿を募集いたします。本号から編集規程を若干修正し、

以下の区分により投稿を募集しておりますので、投稿に

当たっては、希望する区分を明記の上、投稿をお願いい

たします。 
(1)「研究論文」 
①「論文」（一定の研究成果をまとめたもの） 
②「研究ノート」（「論文」に準ずる研究成果をまとめ

たもの、もしくは研究の基礎となる情報をまとめたも

の） 
(2)「資料等」 
①「資料」（報告・資料等会員のさらなる研究・実践活 

動に資するもの） 
②「活動紹介」（実践活動をとりまとめたもの） 
③「書評」 
④「その他」 
原稿は、電子メールにファイルを添付して以下のアド

レスに送信して下さい。 
・締切：2017 年１月 20 日（金）（厳守） 
・送信先：日本インターシップ学会年報編集委員会 
・E-mail: jsi-bec@js-internship.jp 
なお、年報20 号の研究論文等投稿規程は、第19号巻

末及び学会ウェブサイトに掲載しています。「研究論文」

「資料等」ともに、投稿規程を守っていない場合には、

査読・掲載の対象から外すことがありますので、投稿規

程をしっかり守って原稿を作成の上、投稿して下さい。 
 （年報編集委員会委員長 亀野淳・北海道大学） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

mailto:jsi-bec@js-internship.jp
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広報委員会報告 
学会関連情報のウェブサイト掲載について 
本学会に寄せられました研究会やセミナー開催案

内および教員公募等の情報は、学会ウェブサイトに

掲載するほか、随時、メルマガで配信しております。

今後も関連情報を積極的にお寄せください。情報掲

載につきましては広報委員会（jsi.prc@gmail.com）

までお問合せください。なお、最終的な掲載の可否

は広報委員会で検討させて頂きますのでご了承願い

ます。 
 
メルマガ配信先アドレスの登録・更新について 
現在、学会ウェブサイトに新着情報が掲載され次

第、メルマガにて会員の皆様にご案内しております。

新たにメルマガ配信を希望される方は送信先アドレ

スをご登録ください。また、このところ未達アドレ

スも増えていますので、アドレスを変更された際に

は更新をお願いいたします。アドレスの登録・変更

は、下記 URL にアクセスし手続きをお願い申し上げ

ます。 
URL:https://service.gakkai.ne.jp/society-menber/auth/JSI 

（広報委員会委員長 和田佳子・札幌大谷大学） 
 
 
企画研究 WG報告とセミナーのご案内 
論文作成セミナーのご案内 

 九州支部のご尽力で、12 月 10 日（土）14：00～
16：30 に、セミナー「日々の実践からの研究企画と

論文作成に向けて」を九州大学箱崎キャンパス（福

岡県）で開催します。これは、九州支部と年報編集

委員会と当 WGの共催です。 
 この種のセミナーは、東京（2012 年 12 月）、札幌

（2014 年 12 月）、京都（2016 年 8 月、セミナーの模

様は本号の関西支部の報告をご参照）で開催された

同様のセミナーの第 4 弾という位置づけになります。

12 月の開催により、4 支部でのセミナーが一巡する

ことになります。 
 12 月のセミナーの案内は、既に学会のホームペー

ジに掲載されています。まず、企画研究 WG がセミナ

ーの趣旨説明を行った後、見舘好隆会員（北九州市

立大学）がレクチャー1：「日々の実践をどう研究論

文にするか」を約１時間話される予定です。次いで、

亀野淳会員（年報編集委員会委員長＜北海道大学＞）

がレクチャー2：「『インターンシップ研究年報』への

投稿と査読の実際」を話される予定です。残り時間

を、講師とフロアとのディスカッションにあてます。

従来と同様、忌憚のない意見交換の場となれば幸い

です。 
 このセミナーでは、九州地区に限らず、多くの皆

様のご参加を歓迎します。ただ、事前にお申し込み

の上ご参加くださるようお願いします。 
（企画研究 WG委員長 安孫子勇一・近畿大学） 

 
 

2016年度高良記念研究助成 
対象者決定（報告） 
本学会では、平成 19 年度から、インターンシッッ

プに係る研究・実践活動の発展・普及のため、特に

若手研究者の育成や会員相互の研究交流の促進を図

るため、「高良記念研究助成」制度を設け、優れた研

究課題への研究助成を行っております。 
2016 年度（第 10 回）の研究助成は、2016 年 4 月

に応募用紙を各会員に送付し、同年 6 月 10 日を締切

として募集いたしました。今回は 5 件の応募があり

ましたが、審査委員の厳正な審査により、2016 年度

は川上あき会員（北海道大学 キャリアセンター 

インターンシップ マネージャー）「公募型と大学経

由型インターンシップの比較考察を通じた今後のイ

ンターンシップの可能性～企業側・学生側アンケー

ト、インタビューをもとに～」と、坂巻文彩会員（九

州大学大学院 人間環境学府・大学院生）「ステージ

別の職業統合学習－法学分野に焦点をあてて－」の

2 件が採択されました。 
 なお、2017 年度（第 11 回）の研究助成応募期間

は 2017 年 4 月～6 月を予定していますが、詳細につ

きましては、決定次第会員の皆様にご連絡いたしま

す。是非、多くの応募がなされますよう期待してお

ります。 
（高良記念研究助成審査委員長 岡本信弘・博多工

業高等学校） 

 

槇本記念賞 WG 報告 
槇本記念賞 WGでは、昨年の第 16 回学会大会での

表彰後に、選考のあり方や流れ等について議論を重

ねて参りました。そして、今年第 17 回大会時の総会

にて新しい運用方法を報告させていただきました。

今までからの主な変更点としては、表彰が 2 年に 1
回となったこと、選定は最も秀逸な事例１例と秀逸

な事例 4 例とすることをはじめ、評価基準、評価項

目等を見直しさせていただきました。また、対象と

なるのは大学・短大、高専、専門・専修学校、中学

校・高等学校等の事例で、学会開催当年 6 月から 2
年後の学会開催年の 5 月末迄の 2 年間に各支部研究

会ないし学会大会で発表された事例であることです。
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また、日本インターンシップ学会会員であり、学会

大会、支部研究会で発表、講演等により披露した事

例であることが条件になります。詳細は学会 WEB サ

イトに掲載しましたのでご確認ください。今後の流

れとしては、2017 年 6 月開催予定の理事会にて、各

支部から 4 件の推薦をいただき、8 月理事会にて選

定、秋に開催される学会第 18 回大会にて発表、表彰

を行う予定です。各支部での秀逸な事例の収集につ

いてご協力いただきたいと思います。 
（槇本記念賞 WG委員長 眞鍋和博・北九州市立大

学） 

 

 

本部支部連絡会報告 
 2015 年度より、各支部研究会等の開催時期・日時

の把握と各支部への連絡調整・情報共有を目的とし

て、本支部連絡会が発足いたしました。2016 年度は、

総会が終わり支部研究会などの情報を共有するため

には、どのような形で情報を得て各支部へ流してい

くかを考える必要があります。各支部とも長期計画

を立てることが困難な状況にあって、支部間の日程

調整がなかなかうまくいっていませんが、今後、各

支部の情報を迅速に連絡できるよう努めてまいりま

す。 
（本部支部連絡会委員長 岡本信弘・博多工業高等

学校） 

 
 
支部活動報告 

【北海道支部】 
2015 年度の第 2 回支部研究会を開催 
北海道支部では 2015 年 5 月 29 日（日）、北海道大

学情報教育館にて、2015 年度の第 2 回支部研究会を

開催いたしました。支部会員と学会理事の方など、

20 名の方にご参加いただきました。 
今回は「インターンシップにおける課題の解消に

向けて」という表題で、シンポジウムを開催いたし

ました。インターンシップに関わる企業が抱える課

題や要望などの「本音」を伺い、教育機関からの意

見とともに、産・学双方が納得できるインターンシ

ップの将来に向けた議論を行いました。 
  シンポジウムでは、受入企業側から、明治安田生

命保険相互会社の中原慎二様、大丸藤井株式会社の

綿谷美樹様の 2 名にお越しいただき発表いただきま

した。また教育機関側からは森谷一経会員（北海道

文教大）より「各大学のインターンシップ要望等に

ついて」の報告が行われました。 
企業からはインターンシップを受け入れるメリッ

トとデメリットについて、人事に関わる両者から優

秀な人材との接触機会となり得るインターンシップ

受入の重要性や、採用活動とは異なる「採用ツール」

としての展開に期待する、という声がありました。

また森谷会員からは大学で行われているインターン

シップを受け入れている企業が寄せた、インターン

シップ授業への意見が紹介され、「学生の態度・心構

え」「服装・マナー」「実施期間・プログラム」「単位

認定」などに集約されることが示されました。 
発表・報告の後、シンポジストとフロア参加者と

のディスカッションを行い、双方の意見の交換を行

いました。 
（北海道支部広報担当 小林純・札幌国際大学短期大

学部） 

 

【関東支部】 

2016 年度関東支部第 1 回研究会を開催 
7 月 9 日に 2016 年度関東支部第 1 回研究会を文化

学園大学で開催いたしました。冒頭では、松坂暢浩

会員（山形大学小白川キャンパス事業部 准教授）よ

り、「地域連携による効果的な低学年インターンシッ

プの事例および大学生の地元志向の傾向と課題」の

テーマで基調講演をいただきました。講演では、地

元への就職志向の学生の特徴として、概して環境変

化を好まずまた過度に親の期待に応えようとし、ま

た働く意欲が低く将来のキャリアを描けない人物像

が浮かび上がるという課題が浮き彫りにされました。 
続いて、宮本伸子会員（ものつくり大学 学務部教

務・情報課長）に「長期 40 日インターンシップと学

生の将来についての一考察」というテーマで事例の

ご報告を頂戴しました。全国第 7 位の参加者率を誇

る 40 日間の長期インターンシップの効果として、履

修者の高い満足度、卒業生からの好評価、PBL 型イ

ンターンシップの社会人基礎力の醸成などが挙げら

れた一方で、少数ながらも参加者に見られる成果と

期待の不一致、社会情勢による受け入れ先企業数の

変動、発達障害などを抱えた学生のサポートなどの

課題に関するご報告をいただきました。 
関東支部の今後の活動としては、新潟大学の全面

協力を得て2016年度第2回研究会をガレッソホール

新潟で開催いたします。北は東北、西は中部地方ま

で、幅広い地域の会員の皆様のご期待に添えるよう

研究活動を進めてまいります。 
（関東支部事務局長 根木良友・玉川大学） 

 
【関西支部】 
関西支部第 11回研究会を開催 

関西支部は、8 月 10 日（水、「山の日」の前日）
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に、キャンパスプラザ京都で、第 11 回研究会「イン

ターンシップ教学の現場から」を開催しました。研

究発表は、中島美佐穂会員の「高い参加率を維持す

るインターンシッププログラムの実践内容―大阪経

済大学の事例―」と、見目喜重会員の「インターン

シップの深化における豊橋創造大学の取り組み課題

～事前・事後指導の改善と実習先企業の拡大～」の

2 件でした。2 会員の勤務校での興味深い実践事例の

発表を受けて、会場では活発な意見交換が行われま

した。 
 夕方開催の上記研究会に先立って、同じ日の午後、

企画研究 WG および年報編集委員会との共催により、

セミナー「実践を学術研究・論文作成に結びつける

ために」を開催しました。古田克利会員（企画研究

WG 副委員長＜関西外国語大学＞）が「日々の実践

を学術研究に結びつける視点」について報告した後、

亀野淳会員（年報編集委員会委員長＜北海道大学＞）

が「『インターンシップ研究年報』への投稿と査読の

実際―査読の流れと査読のポイント―」を報告しま

した。2 件の実践的な報告を受けて、参加した若手

研究者との間で、熱心なフリーディスカッションが

１時間以上にわたって繰り広げられました。 
（関西支部支部長 安孫子 勇一・近畿大学） 

 

【九州支部】 
2015 年度支部総会・九州支部第 16 回研究会を開催 
 2016 年 6 月 4 日（土）に九州大学箱崎キャンパス

において「2015 年度支部総会」ならびに「九州支部

第 16 回研究会」を開催しました。 
 支部総会においては、まず役員の一部変更、会計

報告、2014 年度活動報告が承認され、2015 年度の活

動報告に続き、2016 年度の活動報告も承認されまし

た。2016 年度は 3 回の研究会実施が計画され、内容

も実践研究型だけでなく、企画研究 WG とのコラボレ

ーション企画として、実践を研究論文にするワーク

ショップの実施が検討されました。 
 第 16 回研究会では、「就職時期変更によるインタ

ーンシップと就職活動への影響」というテーマにつ

いて吉本会員から本研究会の問題提起がなされ、㈱

リクルートキャリア西日本地域活性営業部・リクナ

ビ副編集長の松田和也氏から採用環境の現状とイン

ターンシップに向けての課題が報告されました。

2017 年度採用は、採用選考が 6 月に 2 ヶ月繰り上げ

になったことで、学生が過密スケジュール状態に陥

っていること、リクナビのプレエントリー数は前年

比 147％と学生の動きは早期アクションへと変化し

ている現状と問題点が指摘されました。参加者は非

会員も含め 16 名でしたが、ホットな話題ということ

もあり、眞鍋和博会員による参加者相互の意見交換

ができる進行のもと、全員から活発な質疑応答がな

され、盛会のうちに研究会を終えることができまし

た。 
 
2016 年度支部総会・九州支部第 17 回研究会を開催 
 2016 年 10 月 8 日（土）に大博多ビル会議室にお

いて「2016 年度支部総会」ならびに「九州支部第 17
回研究会」を開催しました。研究会に先立ち、支部

総会では 2015 年度決算報告ならびに 2016 年度予算

報告ならびに事業計画が示され、承認が得られまし

た。 
 続く第 17 回研究会は、九州インターンシップ推進

協議会主催の「平成 28 年度インターンシップ受入企

業・団体情報交換会・懇談会」と共催で行いました。 
 最初に「九州インターンシップ推進協議会の現状

と今後の展開について」と題し、斉藤拓馬会員から

九州インターンシップ推進協議会の概要が説明され、

次に「平成 28 年度夏季実践型インターンシップ」に

参加した大学生の中で選抜された 4 名によるインタ

ーンシップの成果報告会が行われました。それを受

け「受入企業・団体による事例紹介」として、うき

は市役所での「ちくごインターンシップ」、㈱三好不

動産での「通常型インターンシップ」の報告がなさ

れました。これらの報告を受け、吉本圭一会員から

「教育改革の時代的背景およびアクティブラーニン

グとインターンシップの重要性」についての講演が

なされ、地域の取組課題として専門コーディネータ

ー等の養成に対する課題が提起されました。最後に、

総括として安田麻季代会員（九州インターンシップ

推進協議会・コーディネーター）から「受入内容（プ

ロジェクト設計）の検討および情報交換会」が行わ

れました。インターンシップの受入は 7 割以上の企

業・団体にとってメリットが大きく、社内の活性化

につながっているものの、人手がとられるという課

題も指摘されました。閉会後の交流会においても、

大学生、企業・団体、教育関係者が相互にタテ・ヨ

コ・ナナメの交流が活発に行われ、盛会のうちに研

究会を終えました。 
 
企画研究 WG・年報編集委員会共催セミナーのご案内 
 九州支部では、企画研究 WG と年報編集委員会との

共催による『日々の実践に基づいた研究企画と論文

作成に向けて』のセミナーを下記のとおり開催いた
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します。会員が各自の実践活動を相対化して観察す

る研究活動を行い、その観察を研究論文としてまと

めるために、どのような課題があるのか検討してい

きます。皆様のご参加をお待ちいたしております。 
 
・日時：2016 年 12 月 10 日（土）14:00～16:30 
・会場：九州大学箱崎キャンパス 文・教育・人環   

研究等 2 階会議室   
・プログラム（予定） 
①オープニング：「セミナーの趣旨説明」安孫子勇一

（企画研究 WG委員長・近畿大学） 
②レクチャー1：「日々の実践をどう研究論文にする

か」見舘好隆（北九州市立大学） 
③レクチャー2：「『インターシップ研究年報』への投

稿と査読の実際」亀野淳（年報編集委員会委員長・

北海道大学） 
 ※詳しくは学会ウェブサイトをご覧ください。 

（九州支部広報担当 江藤智佐子・久留米大学） 
 

 

事務局からのお知らせ 

2016 年度会費納入のお願い 
 2016年 7月にNEWS LETTERNo.2と会費納入の用

紙が会員の皆様に送付されていると存じます。2016
年度（2016 年７月から 2017 年 6 月）分の会費未納

の方は下記口座にお振込みいただきますようお願い

申し上げます。 
 
納入先 
郵便口座：０２７５０－１－１０８４１９  
口座名義（「加入者名」の欄）：  

日本インターンシップ学会 
ゆうちょ銀行 口座番号： 

店番：２７９（当座）１０８４１９ 
口座名義：日本インターンシップ学会 
 ＊振込にかかる手数料等は各自でご負担ください。 

 
 
会員情報の変更 
 会員管理事務局は下記の（株）ガリレオに委託し

ております。 
会員管理事務局より 2016 年 7 月に郵送された「重

要なお知らせ」の中に会員 ID とパスワードが送付

されていると存じます。会員情報の変更がある場合

は、下記の URL にアクセスしていただき変更の手続

きをお願いいたします。ニュースレター・年報・会

費納入用紙等の配布をスムーズに行うためにも、会

員情報変更の事象が発生したが起きた場合は速やか

に訂正をお願いいたします。 
URL:https://service.gakkai.ne.jp/society-menber/auth/JSI 
（パスワードは第三者の目に触れないように大切保

管してください。） 
会員情報に関しましては下記にお問い合わせくださ

い。 
 
（株）ガリレオ学会業務情報化センター内 
日本インターンシップ学会 
〒170-0002 東京都豊島区巣鴨 1-24-1 第 2 ユニオ

ンビル 4F 
 電話：03-5981-9824 
 FAX：03-5981-9852 
 E-mail：g035-support@ml.gakkai.ne.jp 

 
会員名簿および会員情報の閲覧について 
会員情報につきましては、従来の会員名簿に加え、

現在会員管理を委託しておりますガリレオのオンラ

インシステムにより、会員が相互に各人の会員情報

を閲覧することができるシステムを計画しておりま

す。2016 年 7 月に調査票を送付しましたが、改めて

同封の確認用紙をご覧いただき「ご自身の登録デー

タに変更がないか」、「名簿開示項目も確認」をお願

いいたします。訂正がある場合は、上記 URL の学会

会員情報管理ページ上の「会員情報照会・更新」か

ら入っていただき訂正をされるか、ガリレオ学会業

務情報化センター内日本インターンシップ学会まで

ご連絡ください。  
なお、会員の情報検索につきましては後日、学会

ホームページで検索方法をお知らせします。 
 
会員訃報 
北海道支部会員 徳井美智代殿（北海道大学高等教

育推進機構高等教育研究部 IR ネットワーク推進室 

特任准教授）におかれましては、平成 28 年 10 月 25
日、病気療養中のところ御逝去されました。会員の

皆様にお知らせするとともに、謹んでご冥福をお祈

り申し上げます。 
（事務局） 
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